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「夢をかたちに」 

(李東建会長) 
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① 例 会 記 録 

② 第 5 回「南砺の山々を守ろう」植樹祭記録 

  

   

5 回「南砺の山々を守る」植樹祭に、井波庄川ロータリークラブも協賛、会員も植樹に参加しました。 
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①第 1４７２回例会 
平成２１年 5 月 13 日(水) 井波文化センター  
１．点鐘 小西会長 

２．君が代斉唱 

３．ソング「我等の生業」 

４．ゲスト紹介：津田信治氏・大村仁志氏（富山大手町Ｒ

Ｃ） 

    

５．卓話者紹介：宮崎雅司会員 

６．月誕生祝：水島会員（4 日）福嶋会員（10 日）山本

会員（10 日）河合会員（30 日） 

  

  

７．月結婚祝：川那辺会員（26 日） 

  

８．バースディソング  

９．会長の時間…「富山大手町ＲＣに皆様、ようこそ。4

月 22 日以来、久し振りの例会です。この間、4 月 26

日、砺波ＲＣのチューリップ例会に参加しました。29

日は、南砺の山々を守る植樹祭に、ユニフォーム・ジ

ャンバーで参加、井口ゆーゆランドで椿とナラの苗木

を植えてきました。5 月 5 日は、南砺ＲＣの招待で、

斉藤エレクト、河合副会長と城端曳山祭りを見てきま

した。」 

１０． 幹事報告…「①来週卓話は、地区協後のＣ．Ａ．

の予定ですが、早めに切り上げ、残った時間は荒木会

員の卓話にします。②30 周年記念式典の経費の支払

いをしております。申し出てください。」  

１１． 委員会報告…①社会奉仕委員会：５月 30 日、

井波地区「ごみゼロ」です。6 時半から実施します。

6 月 7 日は、庄川地区「クリーン大作戦」で７時から

実施です。②「地区協」（斉藤彰エレクト）：5 月 17

日、12 時頃出発します。浅田・荒木・川那辺・菊林・

小西・斉藤・坂井・助田・高瀬・山本・横山幹・宮崎、

以上の会員が登録してあります。③出席委員会(代

理)：24 名中 16 名出席(出席免除者 7 名中 5 名出

席)・・・出席率 72.73％ 

１２． ニコニコ BOX(助田 SAA：本日 12 名 23,000

円)    

富山大手町ＲＣ：（有難う御座いました） 

小西会長：富山大手町ＲＣのお二方、ようこそ。 

河合副会長：①誕生祝お礼②南砺の山々感謝③５/５南

砺ＲＣの例会にメイキャップしました。 

高瀬幹事：父の葬儀のお礼。 

川那辺会員：結婚祝お礼。 

斉藤会員：河合さん、30 周年の写真の世話に感謝。 

米道会員：30 周年の成功を祝福。 

福嶋会員：誕生祝お礼。 

水島会員：誕生祝お礼。 

村松会員：快気祝。（小西会長預かり） 

助田会員：早退お詫び。  

 山本会員：①誕生祝お礼②30 周年記念誌、原稿をとな

み印刷に渡しました。皆さんに協力お願い。 

  (5 月計 23,000 円：年度累計 351,000 円) 
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 友情のバナー交換 

富山大手町ＲＣから、チャーターナイトのご案内 
津田氏：1 月 19 日創立例会、2 月 13 日、2610 地区第 66

番目のクラブとして正式に認証を受けました。親クラブは、 

高柳ガバナーの富山中ＲＣです。富山では、富山みらいＲ

Ｃ以来 12 年ぶりの新クラブです。例会日は月曜夜 18：30

～19：30 で、会場は富山ＡＮＡクラウンプラザホテルで

す。村尾新会長の下、夜間例会ではアルコールＯＫという

ことで、食事もゆっくりできるようつとめています。 

 さて、6 月 13 日は、富山国際会議場でチャーターナイ

トおよび記念の「ボニージャックス」コンサートを企画し

ております。是非、貴クラブからのご参加をお待ちしてお

ります。 

 

 

卓話「塑像をつくる」宮崎雅司会員  

          
宮崎会員：塑像とは、辞書によると「粘土（または

石膏）細工の像」とあります。 

 大作はほぼ等身大の作品ですが、小形の作品も作

ります。まずは、スケッチブックにデッサンをして、

製作イメージをもとにポーズを決定します。 

 続いて角材にシュロ縄（腐りにくい）を針金に巻

き、製作台の芯棒に固定し、粘土をつけていきます。 

粗付けをしていき、重心はへその位置にきて、立足

が垂直にバランスを取るように位置関係を決めます。 

中仕上げの段階で、突然神が降りてくる（ＷＢＣで

イチローが話したような・・・）ように一気に仕事

がすすむことがあります。粘土原型が完成したら、

切金を全ての背面の稜線（歯科で言えば、最大豊隆

部）の手前に入れて、下ほれがないようにする。 

 粘土原型に石膏を盛り、塗り重ねていく。固まっ

たら、切金の頭の部分を削り出し、底から背面の石

膏型を 1 枚づつ外し、背面の型を全て外し、粘土を

かきだす。石膏型の内部を水洗いし、綺麗にする。 

 石膏内部にカリ石鹸（仕上げが石膏）または油性

ワックス（仕上げが樹脂）などで出来た離型剤を塗

る。 

 樹脂を石膏型（陰型）に注入する。樹脂はＦＲＰ

（fiber reinforced plastic：繊維強化プラスチック）

であるので、割れにくく丈夫。樹脂は、硬化の際、

有毒ガスを発生するので、冬場の寒い時期でも作業

場の窓を開けて仕事をしなければならない。 

 硬化後、石膏型をのみと槌で割り出し、樹脂原型

にする。サンドペーパーやヤスリで整え完成させる。 

 樹脂はグレー色をしているので、着色剤を塗り刷

毛で塗っていく。乾いたら、タオル地の布で磨いて

完成。ここまでの製作時間は、等身大の作品で、220

時間余り、所要日数約 60 日である。（宮崎会員資料

より、山本抄録） 
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②第 5 回「南砺の山々を守る」植樹祭          
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（編集後記） 
   今年も「南砺の山々を守る」植樹祭が成功裏に終わりました。河合会員のお世話で井波庄川ロータリ

ークラブも協賛して、少しでもこの活動が実を結ぶよう支援を続けたいと思います。1 年や 2 年で結果

が出るものではない、このような活動はスタートは必ず地道なことから始まり、10 年 20 年してようや

く大きな成果がわかるものだと思います。しかし、このような地道な活動に対して、マスコミの報道に

よって上手く取り上げられることで、火がついたようにあちこちでいろんな関連した活動が始まってい

ます。点が線となり、線が面となることで、大きな活動になるのだと思います。   （山本武夫） 
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